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CO2地中貯留では、地下に CO2を圧入するため、貯留システム（貯留層＋シール層）を構成する岩盤およびその周囲
で地層間隙圧の上昇が避けられない。日本列島は地質学的変動帯であり、地下でのこのような変化は力学的な不安定を
招くおそれを排除できない。したがって CO2地中貯留に伴う地下地層間隙圧の上昇や、貯留システムの力学的応答を事
前評価することは、技術的にクリアすべき重要な課題である。CO2圧入に伴なう力学的な不安定は、基本的には地層間
隙圧が上昇することで有効封圧が減少することによるが、不安定化の程度はサイト特性に依存する。CO2地中貯留の貯
留サイトは大規模断層を避けて新生代の地層から成る堆積盆に設置することとなろうが、日本列島全体が変動帯である
ことで、若い地質時代の堆積岩についても、反射法探査で事前に把握できない小規模な亀裂系が存在する可能性をあら
かじめ排除することは難しい。くわえて、新生代の地層を構成する堆積岩類はいわゆる「軟岩」から構成され、間隙圧
上昇にともなう変形様式、その波及による流体浸透率の変化は、単純ではない。以上の背景を考慮し、産総研では経済
産業省からの委託研究として、CO2地中貯留にともなう亀裂性岩盤の力学的応答を評価する手法を確立する研究開発を
行っている。技術開発の中心は、地下での流体流動とそれが引き起こす岩盤の力学的変化（すなわち、空隙率・浸透率
の変化）をシミュレートする「流体流動‐力学応答連成解析」手法を、わが国の地質に対して適応可能とするものであ
る。流体流動‐力学応答連成解析手法開発にあたっては、天然で CO2質深部流体が活動した結果地表に達する亀裂が生
じ流体の流出を見た、1965-1967年の「松代事例」を、CO2地中貯留にて懸念される漏洩および岩盤変形事例のナチュラ
ルアナログとして、研究対象とする。わが国の地質条件にて上記手法を適用可能とするために、軟岩の力学的パラメー
タ（変形特性と浸透率変化）を取得する実験的研究および、間隙圧上昇に伴う軟岩の変形を岩石組織学的に解析する研
究も、重要な要素である。以上の研究開発の全体像とこれまでに得られた成果について、ポスターで紹介する。
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